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研究成果の概要（和文）：中世の日本において、神詠が大量に出現し、さらに多様な解釈が展開した動向を明ら
かにした。特に、中世の和歌、学問、思想を考える上で重要と思われる神詠を収集し整理した。対象としたの
は、①中世に神詠として新たに作り出されたもの、②従来知られた和歌の作者に神を当てたもの、③古代の神詠
に対して中世に新たな解釈を加えたもの、である。神詠と合わせて、神詠説話にも着目し、ある和歌がどのよう
に神詠として形成され、解釈が加えられていったのか分析した。それらの成果をもとに、神詠の出現した背景と
その展開の様相について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In medieval period of Japan, shin'ei(Japanese poems composed by deities) 
appeared in large numbers. This study investigated them and revealed developments of various 
interpretations of them. A special focus was upon shin'ei poems that are considered important for 
thinking about medieval Japanese poems, studies, and ideas. And this study focused not only on shin'
ei poems, but also on the narratives behind the poems.
This study analyzed the process by which a poem was formed as a shin'ei poem and by which 
interpretations were added to it.　Based on those results, this study clarified the background of 
the appearance of shin'ei poems and the evolution of them.

研究分野： 日本中世文学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、神詠に焦点を絞り、その動態を全体的に捉えたところにある。個々の神詠についてはこれまで
も研究はなされてきたが、部分的で一面的であったと言える。本研究では時代や信仰対象を超えて、神詠をテー
マに設定することで、中世研究に新たな視点を提供することができた。また、細分化が進んでいる文学研究にお
いて、和歌文学、説話文学、宗教文学といった垣根を越えた研究ができたことにも意義がある。今後、本研究の
成果が諸分野の研究に活かされることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
中世は、とりわけ宗教と文芸が深く融合した時代であったことはよく知られている。そのこと

は、例えば中世の勅撰和歌集には釈教歌、神祇歌の部立がもうけられ、またそれらが歌集の重き
を占めるに至ったことからも窺える。その神祇歌は大きく、人が神について詠む歌、また神に手
向ける歌（奉納和歌、祭礼関係の和歌など）と、神が人に詠みかける歌（託宣の歌など）とに分
けられる。後者を特に「神詠」と言う。 
神詠についての研究としては、八雲神詠（『日本書紀』に見られるスサノオの神詠「八雲立つ」

歌）をめぐって中世に展開した口決についての研究、あるいは天神御詠（北野天神が詠んだとさ
れる歌。天神信仰の隆盛に伴い中世に多数出現した）についての研究、さらには謡曲にも影響を
与えた中世の『古今和歌集』注釈についての研究など、特定の分野の研究が進んでいる他、個々
の神詠については、特に説話文学研究から取り上げられることがあるものの、神詠という事象そ
のものを論じた研究はほとんどなされていないと言える。しかし、院政期以降、文芸書、宗教書
などに多数の神詠が出現したことは注目されてよい。新たに神が和歌を詠むこともあれば、従来
知られていた和歌が、実は神詠であったと解釈されることもある。神詠をめぐって様々な説が浮
上し（ここでは〈神詠説〉と称することとする）、時にはそれが説話化されていく（ここでは〈神
詠説話〉と称することとする）。このように神詠が次々と出現し、その解釈が展開したことは、
中世の文学史においても、また宗教史、思想史においても看過できない現象である。中世の和歌
史、そして宗教史、思想史の研究が新たな局面を切り開いている今日、神詠の全体像を視野に入
れた研究を進める必要がある。 
 
２．研究の目的 
神詠は、古くは『古事記』『日本書紀』に引かれる、神々が詠んだ歌をその例としてあげるこ

とができるが、本研究で対象とするのは、中世に新たに出現した神詠と、それをめぐる解釈であ
る。院政期以降、文芸書、宗教書などに多数の神詠が出現する。新たに神が和歌を詠むこともあ
れば、従来知られていた和歌が、実は神詠であったと解釈されることもある。さらに神詠に対し
て多様な解釈が加えられたりもする。 
本研究では、特に院政期から鎌倉時代、さらには室町時代も視野に入れ、中世の神詠を調査、

収集し、分類、整理する。そして、中世に神詠が大量に出現した背景と、その展開の様相を明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究の対象について具体的に示す。 
まず、対象となる資料を大きく分けると、次のようになる。 
ⅰ．勅撰和歌集、私撰集などの和歌集 
ⅱ．和歌、特に『古今和歌集』の注釈書、秘伝書 
ⅲ．歌学書を中心とする学問書 
ⅳ．いわゆる説話集を中心とする文学作品 
ⅴ．仏教、神道関係の伝書 
具体例を示すと、ⅰは『新古今和歌集』などの勅撰和歌集の神祇部に収められる歌群、ⅱは毘

沙門堂本『古今和歌集注』に代表される、和歌作者に神名を当てるような注釈書、ⅲは院政期以
降の歌学書などで、特に『俊頼髄脳』に見られる神詠説は後代への影響からも注目される。ⅳは
『今物語』のように、神詠説話を含む作品群、ⅴは山王神道であれば『山家要略記』のように多
数の神詠説を含む伝書があげられる。 
これらの資料から次のような神詠、及びそれをめぐる神詠説、神詠説話を抽出する。 

ア．中世に新たに創出された神詠（古代の文献には確認されず、中世の文学、宗教資料などに
始めて見出される神詠）及び神詠説、神詠説話 

イ．従来知られた和歌の作者に神を当てた神詠（『古今和歌集』所収の作者未詳の和歌で、中世
に神詠とされたものなど）及び神詠説、神詠説話 

ウ．古代以来の神詠をめぐる解釈（記紀神話などに見られる神詠に対して、中世に展開した解釈） 
これらを総合的に調査し、分析することで、中世の神詠とそれをめぐる解釈を体系的に捉える。

また抽出した神詠について、どのような資料のどのような文脈において神詠が引かれているの
か、またその資料はどのように享受されているのかという点に留意しつつ、整理していく。 
具体的な方法は次の通りである。 

（２）中世の神詠、そして神詠説、神詠説話を全体的に把握するために、（１）〈ア．中世に新た
に創出された神詠及び神詠説、神詠説話〉〈イ．従来の歌の作者に神を当てた神詠及び神詠説、
神詠説話〉を対象として、神詠の一覧を作成する。基本的には、典拠、神名、和歌、そして神詠
説または神詠説話の概要を一覧できるものとする。 
（３）ア、イ、さらに〈ウ．古代以来の神詠の解釈〉を対象に、注目すべき事例を取り上げ、ど
のようにその和歌が神詠として形成され、解釈が展開していったのかを分析する。 



（４）上述（２）（３）を踏まえて、中世に神詠が大量に出現した背景と、その展開の様相を明
らかにするべく、考察を進める。 
 
４．研究成果 
（１）対象となる資料の収集 
 公刊されている資料や公開されているデータベースを調査した他、国立国会図書館、国文学研
究資料館、天理図書館などの諸機関に所蔵されている未公開の資料なども調査し、３（１）ア・
イ・ウに該当する、神詠、神詠説、神詠説話を収集することができた。また、特に『古今和歌集』
仮名序をめぐる神詠説を記載するものとして注目される、京都大学中院文庫蔵『古今序抄』と東
山御文庫蔵『古今和歌集聞書』序注を、対照させる形で翻刻紹介した。また、資料調査で得た成
果を論文にまとめた。 
（２）神詠一覧の作成 
 （１）をもとに整理し、中世神詠の一覧を作成した。成果としてはまだまだ不十分なものであ
るが、（３）（４）の成果に繋げることができた。一覧については、今後も継続して充実させてい
くことができる。 
（３）神詠の形成、および解釈の展開についての研究 
 注目すべき事例として、次の神詠を取り上げて分析をした。 
① 春日明神の歌とされる「ふだらくの」歌。興福寺南円堂創建の際に老翁が詠んだとされる歌

が、春日明神の詠として広まった。これについてはすでに関連する論文を発表していたが、
本研究において新たな観点から見直した。 

② 山王権現の歌とされる「わがいほは」歌。『古今和歌集』では詠み人知らずとされる歌が、三
輪明神の詠として広まった。さらに、山王神道においては山王権現の詠として知られる点に
着目した。これについてはすでに関連する論文を発表していたが、本研究において新たな観
点から見直した。 

③ 北野天神の歌とされる「いざここに」歌。『古今和歌集』では詠み人知らずとされる歌が、天
照大神または北野天神の詠として広まった。特に北野天神説に注目して、天神縁起や道真の
称号との関連から分析し、研究報告を行った。 

④ 素戔嗚尊の歌とされる「あしひきの」歌。『万葉集』の歌が歌学書で引かれる中で、様々な作
者説と結びつくこととなった。その一説である素戔嗚尊の詠とする説に着目した。 

（４）神詠の形成と展開の背景についての研究 
神詠を、『日本書紀』に見られる「神代神詠」、諸社の神々が詠んだとされる「諸社神詠」、中

世に再編された神話の中で神々が詠んだとされる「中世神話神詠」に分類した。本研究で注目し
たのは後の二つとなる。「諸社神詠」については、二十二社制の確立と、それによる院政期歌学
書の神詠への関心という点から考察した。「中世神話神詠」については、『日本紀竟宴和歌』以来
の神話と和歌との接近と、中世の『古今和歌集』注釈の隆盛という点から考察した。 
これらに（３）の成果、および既発表の論考などを加えてまとめ、公刊した。 
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